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1 総 則 

1. 1 適用範囲 
この仕様書は,陸上自衛隊の健軍駐屯地及び高遊原分屯地（以下， 「官側」という）における 

給食業務の部外委託について規定する。 

1.2 用語の定義 

この仕様書で使用する用語の定義は，次に定めるところによる。 

a) 契約担当官 

給食業務の部外委託に係わる契約を締結する者 

b) 姓官 

契約担当官の働hを受けて，補助者として給食業務の部外委託に係わる契約履行の適否の検査 

を行う者 

C） 監督官 

契約担当官の任命を受けて，補助者として給食業務の部タ1委託に係わる契約履行の過程におけ 

る監督を行う者 

d) 受託者 

給食業務の部外委託契約を請け負う者 

e） 作業従事者 

この役務にi削気走事する者 

D 現場責任者 

作業現場における一切の責任を有し，作業従事者の管理，技術指導，官側との交渉等に従事す 

る者 

g） 作業従事者等 

現場責任者及び作業従事者 

h） 調理師 

調理師法（昭和33年法律第147号）第3条に規定する調理師免許を有する者 

1.3 本委託業務の概要 

官側の施設，器材等を使用して，官側が作成した献立及び官側が準備した食材等により官側が 

示す調理指示に従い調理し，指定された食事時間内に配食，並びに，これらに付随する食材，調 

味料などのう難,調理器材，用具の手入れ及び指定場所への格納，厨房の清掃を行うものである。 
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駐屯地食堂における標準的な食数及び配食レーンは表 1 のとおりであるが，災害等の不測事態， 

訓練等により食数の増減食事時間並びに献立を変更する場合があり, 受託者は官側との調整に

より柔軟に対応するものとする。 

表1-駐・分屯地食堂における1日あたりの標準的な食数及び配食レーン 

××
、、

× 

平 日 休日（土・日・祝日） 

健軍 高遊原 健軍 高遊原 

朝
 
食
 

食数 370 130 ※34 0 ※70 

配食時間 0620-I 0700 0620へ -0700 

曹土倉掌 1コ配食レーン 1コ配食レーン ~ 
ーーー一ー一一 幹部食堂 

一ー一

一 
一  

昼食 

食数 800 150 230 50 

配食時間 1 1 4 0-i 3 00 1200へ -1300 

曹士食 1コ配食レーン 1コ配食レーン 1コ配食レーン 1コ配食レーン 

幹部食  1コ配食レーン 1コ配食レーン 

6
0
 夕 食 

食数 520 120 230 

食時間 1 730-1830 1 7 3 0-i 8 30 

曹士食堂 1コ配食レーン 1コ配食レーン 1コ配食レーン 1コ配食レーン 

幹部倉堂 一一ー一一 

時間外配食（平日のみ） 

昼食 食時間 1 1 3 0-i 200 

夕食 配食時間 170 0-17 30 

検食時間（基準） 

朝 食 0540- 

昼 食 1 1 1 0- 

夕 食 1 6 3 0-'-- 

※ 休日（土・日・祝日）の朝食は，パン又は弁当を基準 

食数等の詳細は，別紙第1「令和4年度における食数予定及び作業に必要な従事者数の参考 

値」参照 

2 本委託業務に必要な態勢 

2. 1 実施態勢 

受託者は，官側が示す献立, 予定喫食者数，配食レーン数等に応じ，別紙第1及び別紙第2「健

軍駐屯地及び高遊原分屯地食堂における配食メ員の配置」等を基準として本委託業務を完成する

ために必要な作業従事者の数を官側と協議の上, 自らの判断で決定し，調理工程表又は作業従事

者勤務割振表により官側の確認を受けるとともに, 次に掲げる要件を具備した態勢を確保するも

のとする。 

a) 現場責任者 

受託者は, 委託繊難間，次に掲げる要件を具備する者を現場責任者として常時配置ナるも

のとする。また, 現場責任者が休暇等により不在となる場合は, 受託者はあらかじめ現場責任者 
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と同様の要件を具備する代理の者を選任し, 現場責任者に代わって権限を執行できる態勢をとら

なければならなし、 

なお，現場責任者は前述の責任を遂行できる限りにおいて作業従事者との兼任を妨げない。 

1） 本委託業務に必要な知識，技術を有すること。 

2） 作業全般を統括する能力を有し，作業従事者を指導・監督できること。 

3） 官側との交渉等に関する権限を有し，速やかに連絡調整できる態勢をとれること。 

4) 前3号に示す能力，知識，権限等を有する者の判断基準は，受託者の正規社員であり，同一 

メニューを1回300食以上提供する集団給食業務経験を1年以上有し，かつ調理師免許を保 

有する者とする。受託者は，その証明を 5. 3 に示す時期までに提出するものとする。 

5） 現場責任者は日本国籍を有し，かつ日本語で意思疎通ができること。 

b）作業従事者 

作業従事者は, 次の要件を満たり者とする。 

1） 調理作業においては, 常時1名以上の調理師が難するようにシフト管理する。 

2） 作業従事者は日本国籍を有し, かつ日本語で意思疎通ができること。 

22 食品衛生管理 

安全な給食を安定供給するため，次に掲げる法令等を遵守する。この際, 以下の法令等は入札 

又は見積書の提出時における最新版とする。 

の 食品衛生法（昭和22年法律第233号） 

b） 食品衛生法施行令（昭和28年政令第229号） 

C） 食品衛生法施行規則（昭和23年厚生省令第23号） 

d） 大量調理施設衛生管理マニュアル（厚生労働省 平成9年3月24日付け衛食第85号別添） 

※ ただし,5 (4) ③に記述される，110月から3月までの間には月に1回以上又は必要

に応じてノロウイルスの検査を含めること。」については，官側としてこれを要求しなし、 

受託業者が自主的に実施する場合は，受託業者の負担とする。 

e） 都道府県で定める食品衛生に関する条例 

D 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（以下，「感染症法」という。）（平成 

10年法律第114号） 

い 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則（以下,「感染症法施行規 

則」という。）（平成10年厚生省令第99号） 

23 確保されるべき業務の質 

a） 指定された食事開始時間までに食事を提供できる態勢を整え，食事終了時間まで喫食者ノ酒己食 

すること 

b）衛生的な食事を提供すること。 

C） 隊員の満足向上を図ること。 

2.4 作業従事者の服務 

作業従事者の健軍駐屯地及び高遊原分屯地における一般的な遵守事項は，隊員に準ずるものと 

する。 

3 本委託業務の細部内容 

3. 1 全般 

司 作業実施間の服装は, 常に清潔な調理服，ェプロン，マスク，手袋等を着用するとともに，名 
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札を付けること。また,現場責任者は所在を明確にするため常時腕章又はこれに類するもの（帽 

子等）を装着する。 

b） 現場責任者（必要に応じ作業従事者）は，官側が実施する調理ミーティング等に参加して，調 

理工程，配食時の作業従事者の配置等，調理及て栖己食の細部要領について認識の統一を図るもの 

とする。 

C） 現場責任者は,食材等の受領から配食後の片付けにわたり衛生管理・安全管理に留意し，作業 

従事者に対し指示するものとする。 

d） 作業従事者等は,食中毒予防及び異物混入防止の観点から，大量調理施設衛生管理マニュアル 

を遵守するとともに,身体を常に清潔に保ち,時計,装飾品等の私物を厨房内に持ち込まない。 

また,名札，腕章等が容易に脱落しないように装着する。筆記具等の持ち込みが必要な場合も, 

食品への異物混入を防止するため,必要最小限とし，脱落，紛失しないように管理する。 

3.2 調理作業 

調理ミーティングにおいて官側が示す細部要領に基づき,官側の準備した献立表,食材などに 

よって，洗米・炊飯，食材の下処理，煮込み,焼き，揚げ，ゆ（茄）で,いた（妙）め，蒸し, 

レトルト品（市販品又は官給品の携行食を含む。）のボイルなどを実施する。 

3. 3 配食作業 

調理ミーティングにおいて官側から示された細部要領に基づき,食品及び食器の配置，盛り付 

け（飯缶への詰め替えを含む。） ，隊員等への配食を実施する。 

3.4 調理・配食に付随する作業 

3.4. 1 食材・調味料等の受領 

現場責任者は，官側の立会いの下に食材・調昧畔斗等を受領するものとする。 

34.2 給食器材・用具などの洗浄，整備及び格納 

調理器材，用具などの使用後の洗浄,消毒，整備及び格納を実施する。 

3.4.3 厨房内の清掃作業 

厨房（下処理室，残飯庫，冷凍庫，冷蔵庫等の付帯設備を含む。）の清掃及び調理作業などによ 

って発生した残菜，残飯，廃油などの処理を実施するものとする。 

3.4.4 厨房整備 

官側が毎月一回設定する厨房整備日においては，別紙第3に示す設備の清掃を実施するものとす 

る。 

4 監督及び検査 

a） 朝食，昼食,タ食の各作業の実施間又は検食後，裁断要領，調理作業（洗米・炊飯，食材の下

処理，煮込み,焼き，揚げ，ゆ（茄）で，いた（妙）め，蒸し，味付けなど）,配食作業，衛生及

び安全面について管理など作業要領について官側から指示等を受けた場合は,現場責任者はその

指示に基づき対応するものとする。 

b） 調理・配食作業が終了したときは，検査官から次の判定基準に基づき検査を受けるものとする。 



検査の時期等 検査項目 判定基準 

その日の作業
開始時 

勲恒態勢 
・献立、予定喫食者数、配食レーン及て栖己置基準等に基づ 

き、業務を履行するに足る作業従事者等が確保されていたか 

衛生管理 

・作業従事者等の健康状態の確認、指導及び記録等の衛生管 

理態勢は良好されていたか 

・業務に必要な衛生用消耗品の準備状況、作業従事者の個人

用被服等身だしなみは良好だったか 

朝，昼，夕各食
の調理作業終
了時 

調理状況 

・官側の指定した食材の使用，鋤i・調理要領及び調理数に

基づく作業が実施されていたか 

・大量調理施設衛生管理マニュアルに基づいた下女哩、温度

管理、二次汚染の防止及び検食の保存がなされていたか 

朝,昼，夕各食
の配食作業終
了時 

配食状況 
・官側の指定した盛り付け要領及び配食数になっていたか 

・配食開始は遅延せず、定められた時間に配食されたか 

その日の作業
終了時 

器材洗浄及び
厨房等の清掃
状況等 

・官側の指定した要領・頻度に基づき、器具等の洗浄・清掃・
格納がなされていたか 
・器具等の員数は不足していなかったか 

5 その他 

5. 1 作業に関する指示 

a） 給食暑鉢すなどの使用に当たっては,次の事項を遵守するものとする。 

1） 安全に万全を期す。 

2） 作業従事者等が給食器材などを使用して負傷した場合は受託者の責任と費用負担において

処置をするものとする。 

3） 使用前の安全点検，使用後の点検・手入れによって,給食器材の故障の未然防止に努める。 

の 使用する施設及び器材などは,本業務以外に使用してはならなし、 

b) 現場責任者は,作業従事者等の故意又は過失によって食材，施設，器材等に損害を与えた場合

は，速やかに踏官を通じて契約担当官に報告するとともに，官側の指示に基づき受託者の責任

と費用負担において速やかに原状復帰するものとする。 

C） 受託者は，本役務の知包に際して，施設の使用，火災予防，施設・区域の立ち入り，車両の乗

り入れ等について官側の指示に従うものとする。 

の 受託者は，官側が受検する各種検査等（会言般査，会計監査，給食審査,保簡折等の立入検査， 

防火点検等）及て撒育実習生の受入れに協力するものとする。 

e） 受託者及び作業従事者等は，業務実施上知り得た情報を他に漏らし，又は利用してはならなし、 

また，契約終了後又は契約解除後も同様とする。 

D 作業従事者等の，新型コロナウイルス及びノロウイルスを含む感染症の曜患及びその復帰に関

しては,感染症法及び感染症施行規則に基づくとともに，必要な検査費用等は，受託者の負担に

よるものとする。 

5.2 官側からの通知事項 

官側からの通知事項は，表2のとおりとする。 



表 2一官側からの通知事項 

通知事項 通知頻度 通知時期（基準） 備 考 

給食予定人員 月1回 翌月分を前月 
10日まで 

4月分は左記に関わらず引継
ぎ期間に通知 

献立表 月1回 同 上 同 上 

確定人員 
献立材料表 

週 3回 当該給食日の 3,-
7 日前基準 

下記の通り通知することを例

とする。 
1 火曜日に土～月曜日分を
通知 

2 前週木曜日に火・水曜日
分を通知 

3 前週金曜日に木・金曜日
分を通知 

調理及び配食細部要領 平日毎日 平日朝 08:30 
各種検査等及び実習生
の受入れ 

実施の都

度 

当該月の 1か月前
の10日まで 

5.3 提出書類 

受託者が，官側に提出する書類は，表 3 のとおりとする。 

表 3一提出書類―覧 

提出書類名 提出頻度 提出時期 備 考 

現場責任者の勤務経験関
連資料 

年1回 業務開始 
10日前まで 

作業従事経歴書、健康保険被保
険者証（写し） 

作業従事者一覧 年1回 同 上 提出後，従事者に変更があれば
その都度提出する。 

作業従事者調理師免許の
写し（免許保有者のみ） 

年1回 同 上 同 上 

作業従事者菌検索結果 月1回以
上 

毎月 25 日まで 
（ただし，受託年
度4月分は業務開
始の7 日前まで） 

1 菌検索結果には, 腸管出血
性大腸菌症検査を含めるこ
と。 

2 菌検索実施機関発行の結
果を提出 

3 従事者に変更があればそ
の都度提出する。 

作業従事者勤務割振表 
（勤務予定表） 

月 1回 翌月分を 
前月25日まで 

1 受託年度 4月分は業務開
始の7日前まで 

2 従事者の変更の都度提出
し,官側の確認を受けるもの
とする。 

作業完了届 月1回 当月分を 

翌月 5 日まで 

保健所等による営業許可

証の写し 

年1回 業務開始 

7 日前まで 

※ 提出時期に間に合わないことが予想された場合，受託者は速やかに官側へ通知し，今後

の対応について協議するものとする。 

5.4 受託者が使用できる国有財産 

a） 施 設 

本委託業務に関係する陸上自衛隊健軍駐屯地食堂, 高遊原分屯地食堂，厨房，控室，更衣室及 



び各駐・分屯地の厚生センター（銀行ATM含む。） 

b） 設 備 

別紙第3のとおり。 

C） 経費負担区分 

前2号の使用に伴う電気，ガス，水道等の使用料及て持佳持管理費用は官側負担とする。ただし, 

受託者の故意又は過失により施設,設備等に損害を与えた場合は，官側の指示に基づき受託者の 

費用負担において修復等を行う。受託者は，このtiオ策書に疑義が生じた場合は，契約担当官と協 

議するものとする。 

5. 5 受託者の経費区分 

5.4において官側負担とした費用を除き，作業従事者の被服，清掃用具,洗剤,事務用品，各種 

検査等の本委託業務に必要な全ての経費は受託者負担とする。 

別紙第4[（給食業務）年間を通じて必要となる消耗品のリスト（基準）」 

5.6 本委託業務の引継ぎ 

当該年度の受託者は，翌年度4月1日以降の本委託業務受託予定者から業務の引継ぎに関する 

申し出があった場合は，協力しなければならない。 

5. 7 飲食店営業許可 

食品衛生法第54条に基づき,政令で定める飲食店営業施設に該当するので,受託者は,契約 

に伴い食品衛生法第55条の1項の規定に基づき,厚生労働省令で定めるところにより，給食施 

設（駐屯地隊員食堂）における飲食店営業（一般食堂）の営業許可を受けなければならない。 

契約が終了し,給食を廃止する場合は,食品衛生法施行細則第5条の2，第6項に規定する「給 

食廃止届」を所轄保健所長に届け出なければならない。 

5. 8 仕様書に関する疑義 

受託者は,この仕様書に疑義が生じた場合は，契約担当官と協議するものとする。 



別紙第1-i 

令和4年度における食数予定及び作業にl必要な従事者数の参考値 

健軍駐屯地 

月 区分 

食数 

現場責任者 

（人） 

作業員 作業員 

1人当たり 

食数 

A+B 

最大値 

（食） 

最小値 

（食） 

平均値 

（食）A 
作業人員 

（人）B 

1人当たりの 

作業時間 

（時）C 

総作業時間 

（人・時） 

BXC 

令和4年 

4月 

平日 

朝 510 290 320 1 6 4 24 53 
昼 907 680 770 1 14 4 56 55 
夕 633 280 560 1 8 4 32 70 
計 2, 050 1, 250 1, 650 28 12 112 

休日 

朝 ※3 40 ※2 00 ※2 70 1 1. 5 1一 5 270 

昼 320 160 210 1 6 4 24 35 

夕 280・ 140 200 1 6 4 24 33 

計 940 500 680 13 9. 5 49. 5 

令和4年 

5月 

平日 

朝   370 270 310 1 6 4 24 52 

昼 860 610 720 1 14 4 56 51 

夕 600 270 480 1 8 4 32 60 

計 1, 830 1, 150 1, 510 28 12 112 

休日 

朝 ※3 50 ※180 ※2 40 1 1. 5 1. 5 240 

昼 260 140 180 1 6 4 24 30 

夕 220 140 180 1 6 4 24 30 

計 830 460 600 13 9. 5 49. 5 

令和4年 

6月 

平日 

朝 400 280 330 1 6 4 24 55 

昼 840 560 710 1 14 4 56 51 

タ 600 300 490 1 8 4 32 61 

計 1, 840 1, 140 1, 530 28 12 112 

休日 

朝 ※4 00 ※2 70 ※2 70 1 1. 5 1. 5 270 

昼 300 160 160 1 6 4 24 27 

夕 300 160 160 1 6 4 24 27 

計 1, 000 590 590 13 9. 5 49. 5 

※ 休日（土・日・祝日）の朝食はパン又は弁当 

の 



健軍駐屯地 

月 区分 

食数 

現場責任者 

（人） 

作業員 作業員 

1人当たり 

食数 

A子B 

最大値 

（食） 

最小値 

（食） 

平均値 

（食）A 

作業人員 

（人）B 

1人当たりの 

作業時間 

（時）C 

総作業時間 

（人・時） 

BXC 

令和4年 

7月 

平日 

朝 510 320 470 1 6 4 24 78 

昼 1, 070 800 920 1 14 4 56 66 

夕 750 440 630 1 8 4 32 79 

計 2, 330 1, 560 2, 020 28 12 112 

休日 

朝 ※5 00 ※4 1 0 ※4 70 1 1. 5 1一 5 470 

昼 450 190 270 1 6 4 24 45 

夕 550 210 280 1 6 4 24 47 

計 1, 500 810 1, 020 13 9. 5 49. 5 

令和4年 

8月 

平日 

朝 500 410 460 1 6 4 24 77 

昼 920 750 840 1 14 4 56 60 

夕 760 440 610 1 8 4 32 76 

計 2, 180 1, 600 1, 910 28 12 112 

休日 

朝 ※6 00 ※18 0 ※3 60 1 1. 5 1. 5 360 

昼 650 160 260 1 6 4 24 43 

夕 530 150 230 1 6 4 24 38 

計 1, 780 490 850 13 9. 5 49. 5 

令和4年 

9月 

平日 

朝 490 370 390 1 6 4 24 65 

昼 930 670 830 1 14 4 56 59 

夕 740 370 580 1 8 4 32 73 

計 2, 160 1, 410 1, 800 28 12 112 

休日 

朝 ※4 90 ※4 00 ※4 30 1 1. 5 1. 5 430 

昼 390 230 320 1 6 4 24 53 

夕 420 270 320 1 6 4 24 53 

計 1, 300 900 1, 070 13 9. 5 49. 5 

※ 休日（土・日・祝日）の朝食はパン又は弁当 

⑩ 
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健軍駐屯地 

月
  

区分 

食 数 

現場責任者 

（人） 

作業員 作業員 

1人当たり 

食数 

A-i-B 

最大値 

（食） 

最小値 

（食） 

平均値 

（食）A 

作業人員 

（人）B 

1人当たりの 

作業時間 

（時）C 

総作業時間 

（人・時） 

BXC 

令和5年 

1月 

平日 

朝 450 260 350 1 6 4 24 58 

昼 1, 000 480 850 1 14 4 56 61 

夕 590 260 450 1 8 4 32 56 

計 2, 040 1, 000 1, 650 28 12 112 

休日 

朝 ※4 1 0 ※170 ※2 80 1 1. 5 1. 5 280 

昼 260 140 200 1 6 4 24 33 

夕 250 140 200 1 6 4 24 33 

計 920 450 680 13 9. 5 49. 5 

令和5年 

2月 

平日 

朝 440 310 370 1 6 4 24 62 

昼 960 620 790 1 14 4 56 56 

夕 720 330 510 1 8 4 32 64 

計 2, 120 1, 260 1, 670 28 12 112 

休日 

朝 ※5 00 ※3 20 ※3 80 1 1. 5 1. 5 380 

昼 350 170 230 1 6 4 24 38 

夕 340 170 230 1 6 4 24 38 

計 1, 190 660 840 13 9. 5 49. 5 

令和5年 

3月 

平日 

朝 440 340 380 1 6 4 24 63 

昼 940 690 830 1 14 4 56 59 

夕 700 340 540 1 8 4 32 68 

計 2, 080 1, 370 1, 750 28 12 112 

休日 

朝 ※5 10 ※3 00 ※3 60 1 1. 5 1. 5 360 

昼 250 190 230 1 6 4 24 38 

夕 240 190 220 1 6 4 24 37 

計 1, 000 680 810 13 9. 5 49. 5 

※ 休日（土・日・祝日）の朝食はパン又は弁当 
ト“ 
~ 



別紙第1-2 

令和4年度における食数予定及び作業に必要な従事者数の参考値 

高遊原分屯地 

月 区分 

食数 

現場責任者 

（人） 

作業員 

1人当たり 

食数 
A十B 

作業員 

最大値 

（食） 

最小値 

（食） 

平均値 

（食）A 
作業人員 

（人）B 

1人当たりの 

作業時間 

（時） C 

総作業時間 

（人・時） 

BXC 

令和4年 

4月 

平日 

朝 210 80 150 1 3 4 12 50 
昼 350 130 190 1 8 4 32 24 
夕 210 70 120 1 4 4 16 30 
計 770 280 460 15 12 60 

休日 

朝 ※2 50 ※50 ※70 1 1. 5 1. 5 70 
昼 250 50 70 1 3 4 12 23 
夕 200 50 60 1 3 41 12 20 
計 700 150 200 7 9. 5 25. 5 

令和4年 

5月 

平日 

朝 210 80 150 1 3 4 12 50 
昼 350 130 190 1 8 4 32 24 
夕 210 70 120 1 4 4 16 30 
計 770 280 460 15 12 60 

休日 

朝 ※2 50 ※50 ※70 1 1. 5 1. 5 70 
昼 350 50 70 1 5 4 20 14 
夕 200 50 60 1 3 4 12 20 
計 800 150 200 9 9. 5 33. 5 

令和4年 

6月 

平日 

朝 210 80 150 1 3 4 12 50 

昼 350 130 190 1 8 4 32 24 

夕 210 70 120 1 4 4 16 30 

計 770 280 460 1 5 12 60 

休日 

朝 ※2 50 ※50 ※70 1 1. 5 1. 5 70 

昼 250 50 70 1 3 4 12 23 

夕 200 50 60 1 3 4 12 20 

計 700 150 200 7 9. 5 25. 5 

※ 休日（土・日・祝日）の朝食はパン又は弁当 
~ 

tロ 



高遊原分屯地 

月 区分 

食数 

現場責任者 

（人） 

作業員 作業員 

1人当たり 

食数 

A+B 

最大値 

（食） 

最小値 

（食） 

平均値 

（食）A 

作業人員 

（人）B 

1人当たりの 

作業時間 

（時）C 

総作業時間 

（人・時） 

BXC 

令和4年 

7月 

平日 

朝 210 80 150 1 3 4 12 50 

昼 350 130 190 1 8 4 32 24 

夕 210 70 120 1 4 4 16 30 

計 770 280 460 15 12 6b 

休日 

朝 ※2 50 ※50 ※70 1 1. 5 1. 5 70 

昼 250 50 70 1 4 4 16 18 

夕 200 50 60 1 3 4 12 20 

計 700 150 200 8 9. 5 29. 5 25 

令和4年 

8月 

平日 

朝 210 80 150 1 3 4 12 50 

昼 350 130 190 1 8 4 32 24 

夕 210 70 120 1 4 4 16 30 

計 770 280 460 15 12 60 

休日 

朝 ※2 50 ※50 ※70 1 1. 5 1. 5 70 

昼 250 50 70 1 4 4 16 18 

夕 200 50 60 1 3 4 12 20 

計 700 150 200 8 9. 5 29. 5 

令和4年 

9月 

平日 

朝 260 90 180 1 3 4 12 60 

昼 380 150 210 1 8 4 32 26 

夕 230 80 130 1 4 4 16 33 

計 870 320 520 15 12 60 

休日 

朝 ※2 70 ※60 ※80 1 1. 5 1. 5 80 

昼 270 60 80 1 4 4 16 20 

夕 220 50 70 1 3 4 12 23 

計 760 170 230 8 9. 5 29. 5 

※ 休日（土・日・祝日）の朝食はパン又は弁当 



高遊原分屯地 

月
  

区分 

食数 

現場責任者 

（人） 

作業員 作業員 

1人当たり 

食数 

A-i-B 

最大値 

（食） 

最小値 

（食） 

平均値 

（食）A 
作業人員 

（人）B 

1人当たりの 

作業時間 

（時）C 

総作業時間 

（人・時） 

BXC 

令和4年 

10月 

平日 

朝 260 90 180 1 3 4 12 60 

昼 380 150 210 1 8 4 32 26 

夕 230 80 130 1 4 4 16 33 

計 870 320 520 15 12 60 

休日 

朝 ※2 70 ※60 ※80 1 1. 5 1. 5 80 
昼 270 60 80 1 3 4 12 27 
夕 220 50 70 1 3 4 12 23 
計 760 170 230 7 9. 5 25. 5 

令和4年 

11月 

平日 

朝 210 90 180 1 3 4 12 60 

昼 380 150 210 1 8 4 32 26 

夕 230 80 130 1 4 4 16 33 

計 820 320 520 15 12 60 

休日 

朝 ※2 70 ※60 ※80 1 1. 5 1. 5 80 

昼 270 60 80 1 3 4 12 27 

夕 220 50 70 1 3 4 12 23 

計 760 170 230 7 9 一 5 25. 5 

令和4年 

12月 

平日 

朝 210 90 180 1 3 4 12 60 

昼 380 150 210 1 8 4 32 26 

夕 230 80 130 1 4 4 16 33 

計 820 320 520 15 12 60 

休日 

朝 ※2 70 ※60 ※80 1 1. 5 1. 5 80 

昼 270 60 80 1 3 4 12 27 

夕 220 50 70 1 3 4 12 23 

計 760 170 230 7 9. 5 25. 5 

※ 休日（土・日・祝日）の朝食はパン又は弁当 

ト・‘ 

A 



高遊原分屯地 

月
  

区分 

食 数 

現場責任者 

（人） 

作業員 作業員 

1人当たり 

食数 

A-i-B 

最大値 

（食） 

最小値 

（食） 

平均値 

（食）A 

作業人員 

（人）B 

1人当たりの 

作業時間 

（時）C 

総作業時間 

（人・時） 

BXC 

令和5年 

1月 

平日 

朝 210 80 150 1 3 4 12 50 

昼 350 130 190 1 8 4 32 24 

夕 210 70 120 1 4 4 16 30 

計 770 280 460 15 12 60 

休日 

朝 ※2 50 ※50 ※70 1 1. 5 1. 5 70 

昼 250 50 70 1 3 4 12 23 

夕 200 50 60 1 3 4 12 20 

計 700 150 200 7 9. 5 25. 5 

令和5年 

2月 

平日 

朝 210 80 150 1 3 4 12 50 
昼 350 130 190 1 8 4 32 24 
タ 210 70 120 1 4 4 16 30 
計 770 280 460 15 12 60 

休日 

朝 ※2 50 ※50 ※70  1 1. 5 1. 5 70 
昼 250 50 70 1 3 4 12 23 
夕 200 50 60 1 3 4 12 20 
計 700 150 200 7 9. 5 25. 5 

令和5年 

3月 

平日 

朝 210 80 150 1 3 4 12 50 

昼 350 130 190 1 8 4 32 24 

夕 210 70 120 1 4 4 16 30 

計 770 280 460 15 12 60 

休日 

朝 ※2 50 ※50 ※70 1 1. 5' 1. 5 70 

昼 250 50 70 1 3 4 12 23 

夕 200 50 60 1 3 4 12 20 

計 700 150 200 7 9. 5 25. 5 

※ 休日（土・日・祝日）の朝食はパン又は弁当 

~ 
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別紙第2-1 
健軍駐屯地 食堂における配食人員の配置（基準） 

平日（朝食） 平日（昼食） 

戸
一
・
ブ
 

主な 任務 等 
配置人数 

曹士 幹部 合計 

主
船
 

⑧ 現場責任者（全般指示、幹部‘曹士裏堂兼任〕 1 
/ 

O ホール担当（飯、食器等の補充J 1 / 
配
食

担
当
 

⑧ 菜皿、洋皿（主菜）担当 り
乙
 
 / 

⑧ 小鉢（副菜）担当 

●

上
  / 

⑧ 汁担当 1 / 
計 6 / 

詳細は、付紙「健軍駐屯地食堂」参照 

1
:
 

 主な 任務 等 
配置人数 

曹士 幹部 云事T 

A主
般
  

() 現場責任者（全般指示、幹部・曹士食堂兼任I 1 
/ 

14 

() ホール担当〔飯、食器等の補充） （
乙
 
 /

/ 

配
食
担
当
  

O 菜fill、洋皿（主菜）担当 3 1 

⑧ 小鉢（副菜）担当 3 1 

⑧ 汁担当 2 1 

計 11 3 
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士
食
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1 

階 

閉 鎖 

健軍駐屯地 

平日（タ食） 

ミ 主な任務等 
配置入数 

曹工 幹部 合計 

全
般
  

0 現場責任者（全般指示，幹部・曹士食堂兼任〕 / 

一H
  

0 ホール担当（飯、食器等の補充） 1 
／ノ 

配
食
担
当
 

菜 菜皿、洋皿（主菜）担当 r

二
 ノ／ 

⑧ 小鉢（副菜）担当 。
ノ
〕
 
 

/ 

の 汁担当 。
山
 一／ 

計 B / 
詳細は、付紙「健軍駐屯地食堂」参照 

休日（昼・タ食） 

幹
部
食
堂
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基
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区
分
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曹士 幹部 会計 

全
般
  

(!) 現場責任者（全般指示，幹部・曹士食堂剰壬1 1
  / 

0 ホール担当（飯、食器等の補充） 1 / 
配
食

担
当
  

O 菜皿、洋皿（主菜）担当 / 
⑧ 小鉢（副菜〕担当 一

 
」
 

 

/ 

0 汁担当 1
ュ
  / 

計 ド / 

ー司 



付 紙 

健 軍 駐 屯 地 食 堂 

1 1  

.

.

.
 

◆
◆‘
 

◆
◆
‘
 

‘
》
‘
 

＋ー 配食 

食器洗浄 ‘ー 食器返納 験配食レーン 喫食スペース 厨 房 

マ
ー
 

●

，
《
『
》
？
 

2
階

幹
部
食
堂
 

→ー 

『！
『A
 
,
I
 

1
階

隊
員
食
堂
 

に 

ン了、．‘一l 

‘了I 
~ 

‘~ 

の 



〇 
曹士食堂配食レーン 

〇〇〇 
幹部食堂配食レーン 

閉 鎖 

幹部食堂配食レーン 

〇〇〇 
曹士食堂記食レーン 

〇l 
ご
飯
紀

食
場
 

ご
飯
記
食
場
 

給
茶
器
 

給
茶
器
 

〇  〇  ③ 

0 へl 
U 

ご
飯
配

食
堤
 

ご
飯
配
食
場
 

給
茶
器
 

別紙第2-2 

高遊原分屯地 
食堂における配食人員の配置（基準） 

平日（朝食） 平日（昼食） 

ミ 主な任務等 

配置、数 

曹士 幹部 請
  

全
般
 

⑧ 現場責任者（全般指示、幹部・曹士食堂兼任、 
/

/ 

⑧ ホール担当（飯、食器等の補充j 1
」
 
 

// 
配 

当 

③ 菜皿、洋皿（主菜）担当 
/ 

番⑧ 1 」嚇（副菜）担当 /

// ／ノ 

⑧

汁担当 ・
・
一
 

ノ／/ 

計 4 
／ノ 

詳細は、付紙「高遊原分屯地食堂」参照 

区
分
 

主な任務等 

配置人数 

曹士 幹部 甘計 

全
般
  

0 現場責任者（全般指示幹部．曹士食堂兼任〕 
//
/ 

り ホー！l担当I飯、食器等の補充J 

配
賞
相
 
ョ
 

④ 菜皿．洋皿（王菜〕担当 2 

⑧ ！雌勲副菜〕担当 1
  

1 

の 汁担当 1 
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高遊原分屯地 

平日（タ食） 休日（昼・タ食） 

王な 任務 等 

配置人数 

“ 主な任務等 

配置人数 

曹士 幹部 百計 曹士 幹部 甘計 

全

船
 

現場責任者（全般指示、幹部・曹士食堂兼任〕 1 / 
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全 

般 

現場責任者（全般指示、幹部‘曹士食堂兼任） 1 
ノノ／ 

‘斗
 

ホール担当（飯、食器等の補充〕 「
上
  

// ホール担当〔飯、食器等D補充〕 1 
／ノ 

配
食
担
当
 

菜皿、洋」m（主菜）担当 
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諮 
当 

菜皿、洋皿（主菜）担当 ン／ 
小鉢（副菜）担当 1 

/
/ 小鉢（副菜）担当 / 『／ 

汁担当 1 
一／ 汁担当 
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詳細は、付紙「高遊原分屯地食堂」参照 
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別紙第3 

設 備 

区 分 健軍駐屯地 高遊原分屯地 

調理器材 
及び器具 

連続式ガス炊飯装置2号 1台 
一~ 

たて形ガス炊飯器1号 
一ーーーー

一ー一 3台 

水圧洗米機ドライシステム用1号 
一ー一ー一一ー 

1台 

蒸気煮釜 
5台 

(220L) 

2台 

(1 1 0U 

製氷機 
3台 

(1-x2. 4号X1) 

1台 

(2号 ) 

野菜切裁用調理機 
1台 

(1号） 

1台 

(2号） 

球根皮むき機 
1台 

(2号） 

1台 

(3号） 

連繍え揚物機 
1台 

(2号） 

1台 

(3号） 

連繊犬焼き物機2号 1台 
一ー

一一一ーー一一

一 

ーー一一

一一一一一 

配食室用保冷庫1号 2台 

配食室用温蔵庫 
1台 

(1号） 

ム
口
 
引
 

 

1
 
3
  

かまどガス回転式 
1台 

(54L) 

1台 

(36L) 

蒸気式食器消毒保管庫 
7台 

(2-x6. 3-X1) 

3台 

(4号x2, 6号X1) 

茄麺器2号 1台 1台 

適温選択配食器材電気式 
1台 

(1号） 

1台 

(2 -) 

コンべクション日～一プンスチーム機能付1号 
2台 

（ガス式 20段） 

1台 

（電賦 l0段） 

自動給茶機 8台 3台 

ーー一
一一

一一一ー 

ー一ー
一一

ーー一 

一一ー
一一

一一 

厨芥処理機1号分離形A 1台 

蒸気湯沸器機1号 1台 

ガスレンジ2号 1台 

テイルテイングパン70L 一一一

一一 
1台 



2 3] 

別紙第4 

「（給食業務）年間を通じて必要となる消耗品のリスト（基準）」 

No 使用区分 品 名 備考 

1 作業従事者個人用 マスク 

n
ノ
］
  

作業従事者個人用 個人用被服 
帽子・ュニホーム・エプロン・

履物等 

3 作業従事者個人用 使い捨て手袋 

4 作業従事者個人用 爪ブラシ 

5 調理用消耗品 クッキングペーパー 

6 調理用消耗品 クッキングシート 

7 調理用消耗品 サランラッフ顎 保冷・保温等時にも使用 

8 調理用消耗品 アノレミホイノレ 

9 調理用消耗品 食品用洗剤 次亜塩素酸ナトリウム等 

10 調鵬昌具清掃用 スポンジたわし 

11 調鵬暑具清掃用 タオル、布巾 調理台等清掃 

12 調理器具清掃用 中性洗剤、弱アルカリ性洗剤 調理1鰍、包丁、まな板等 

13 調理器具清掃用 消毒用アルコール 洗浄後消毒 

14 調鵬暑具清掃用 クレンザー 

15 厨房清掃用 デッキブラシ 

16 厨房清掃用 バケッ 

17 厨房清掃用 ポリ袋 

18 厨房清掃用 水切り 

19 厨房清掃用 モップ 

20 官民共用 アルコール消毒液 厨房入口、トイレ等 

21 官民共用 手洗い石鹸液 厨房入口、トイレ等 

22 官民共用 ペーパータオル 厨房入口、トイレ等 

23 官民共用 トイレットペーパー トイレ等 

※20から23は官民共用となるため、作業従事者数を基準とし、官と要調整 
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